
【構想の概要】

食に関する課題や地域活性化ྫࣄをऩू・分析し、グローバルな視点から地域創生Ϟデルを提Ҋする取組を通
して、課題発見力、創造的思考力、課題解決力をにけたグローバル人材を育成する。

探究活動「グローバル探究ⅠʙⅢ」及び英語त業を中心に研究を進め、国内・海外でのリサーチ活動や国内外
の生徒との౼等の高ෛՙの活動を課すことによって、課題を発見し、理解し、まとめ、その݁Ռを日本語や英
語で発৴する力を養成する探究型カリキュラムを実ࢪする。

「食を׆かした地Ҭ生」をςーマにした�
グローバル人材の育成

高県立高高等学校
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㸨ＳＧ㹆事業対象生徒� � 㸯・２年…学年全員、３年…普通科「英語課題探究」選択者と英語科全員�
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普
通
科�

グローバル探究Ϩ（２༢）�
（⥲合的な学習の間）�

�
英語表現Ϩ（３༢）�

グローバル探究Ⅱ（２༢）�

（♫会とሗの代᭰科目）�

�
英語表現Ⅱ（２༢）�

理型� グローバル探究Ϫ（㸯༢）�
文型� グローバル探究Ϫ（㸯༢）�

（⥲合的な学習の間）�
� � � 英語課題探究（２༢）�

（学校設定科目・選択科目）�
� � � 課題論文（㸯༢）�

（学校設定科目）�

英
語
科�

グローバル探究Ϩ（２༢）�

（⥲合的な学習の間）�

パ࣡ーイングリッシュϨ�

（㸲༢）�

グローバル探究Ⅱ（２༢）�

（♫会とሗの代᭰科目）�
グローバルエデュケーションϨ�

（２༢）�

グローバル探究Ϫ（㸯༢）�

（⥲合的な学習の間）�
グローバルエデュケーションⅡ�

（２༢）�

食に関する課題や地域活性化事を㞟・分析し、グローバルなど点から地域創生ࣔデルを提案するྲྀ

⤌を通して、課題発ぢ力、創造的思考力、課題ゎỴ力を身に付けたグローバル人ᮦを⫱成する。�

探究活動「グローバル探究Ϩ㹼Ϫ」及び英語授業を中ᚰに◊究を進め、国内・ᾏ外でのリサーチ活動や

国内外の生徒とのウ論等の高㈇Ⲵの活動を課すࡇとによって、課題を発ぢし、理ゎし、ࡲとめ、ࡑの⤖果

を᪥ᮏ語や英語で発信する力を㣴成する探究型࢝リ࢟ュラムを実施する。�

�
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１ɹグローバル探究（શ校生徒ର）

（1）1 　άϩʔόϧ探究ᶗ

・サブテーマは「生産流通」「六次産業」「食と健康」
「食と観光」、グループで地域創生策を提案。

・リサーチ活動…県内 8 地域や県外（大阪、東京）
・ＳＷＯＴ分析で高知県の強みと弱みを知る。
・大学生ＴＡ（Teaching　Assistant）が 10 月

以降ファシリテーター役として各クラスで活動。
・学年末の成果発表会

で全グループによる
ポスターセッション
を実施。

（2）2 　άϩʔόϧ探究ᶘ

・グループで、ＳＤＧ͂からテーマを選び、大学教
員の助言を受けつつ調査・探究を行う。

・6,000 字程度のリサーチペーパー作成途中で、全
体でのポスターセッションを実施し、改善を図る。
代表グループは、成果発表会で発表する。

（₃）₃ 　άϩʔόϧ探究ᶙ

・主に 2 年次の探究課題を深化させ、個人でリサー
チペーパーを書き、プレゼンテーションを行う。

・普通科文型では、国語の「課題論文」と連携し、
より高い文章表現力も身に付ける。英語科ではグ
ローバルエディケーションⅡと連携し、英語での
リサーチペーパー作成、プレゼンテーションを実
施する。

2ɹ主な英語授業の取組

（1）1 ࣍

多読及び多書活動に重点を置いている。多読活動
で は、 進 捗 管 理 に オ ン ラ イ ン シ ス テ ム M ʖ
Reader を使用。

（2）2 ࣍

「食」に関する 3 つのサブテーマ、「食と信仰」
「食とフェアトレード」「食と言語 / 習慣 / 文化」を
設定し、英語を使ってのディベートやプレゼンテー
ションを実施。

（₃）₃ ࣍

英語科と普通科英語課題探究選択者は 2 年次のリ

サーチペーパーの内容をより深化させ、国際シンポ
ジウム等国内外の大会で英語によるプレゼンテー
ションやポスターセッションを行う。

3ɹ成果と課題

（1）ੜెのม༰

・グローバル・リーダーとしての資質・力量の向上
…̓検定で検証

・3 年間の探究活動により、創造的・論理的思考力、
コミュニケーション力、積極性が向上
　　　　　　　　ˣ
「グローバル・リンク・シンガポール」等の大

会に出場、「高知家地方創生ŗŘũﾞŗŠƃũｽﾄ」入賞
国公立大学 AO・推ન入学受験者、合格者増加

・欠੮数の減少（1 年生　H27 年度前後）
H25…752 名、H26…631 名、H27…378 名

্৬һのҙࣝのڭ（2）

ʲSGH 事業により伸張した生徒の資質・能力ʳ

+�� 年度はｵｰｽﾄﾗﾘｱ提携高校生

徒と地域活性化案のﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ�
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・サブテーマは「生産流通」「六次産業」「食と健康」

「食と観光」、グループで地域創生策を提案。�

・リサーチ活動…県内８地域や県外（大阪、東京）�

・ＳＷＯＴ分析で高知県の強みと弱みを知る。�

・大学生ＴＡ（7HDFKLQJ� $VVLVWDQW）が ��月以�

降ファシリテーター役として各クラスで活動。� �

・学年末の成果発表会で�

全グループによるポスター�

セッションを実施。�
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・グループで、ＳＤＧｓからテーマを選び、大学教

員の助言を受けつつ調査・探究を行う。�

・�����字程度のリサーチペーパー作成途中で、全

体でのポスターセッションを実施し、改善を図る。

代表グループは、成果発表会で発表する。�

�

㸦㸱㸧㸱ᖺ ࣝࣂ࣮ࣟࢢ᥈✲Ϫ 

・主に２年次の探究課題を深化させ、個人でリサー

チペーパーを書き、プレゼンテーションを行う。�

・普通科文型では、国語の「課題論文」と連携し、

より高い文章表現力も身に付ける。英語科ではグ

ローバルエディケーションⅡと連携し、英語での

リサーチペーパー作成、プレゼンテーションを実

施する。�
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� 多読及び多書活動に重点を置いている。多読活動

では、進捗管理にオンラインシステム0‐5HDGHUを

使用。�
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� 「食」に関する３つのサブテーマ、「食と信仰」

「食とフェアトレード」「食と言語�習慣�文化」を

設定し、英語を使ってのディベートやプレゼンテー

ションを実施。�
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� � 英語科と普通科英語課題探究選択者は２年次

のリサーチペーパーの内容をより深化させ、国際

シンポジウム等国内外の大会で英語によるプレ

ゼンテーションやポスターセッションを行う。�

�
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� ・グローバル・リーダーとしての資質・力量の向

上…ｔ検定で検証�

� ・３年間の探究活動により、創造的・論理的思考

力、コミュニケーション力、積極性が向上�

� � � � � � � � � ↓�

「グローバル・リンク・シンガポール」等の大

会に出場、「高知家地方創生ｱｲﾃﾞｱｺﾝﾃｽﾄ」入賞�

� 国公立大学$2・推薦入学受験者、合格者増加�

・欠席数の減少（�年生� +��年度前後）�

+��…���名、+��…���名、+��…���名�
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� � 【6*+ 事業により伸張した生徒の資質・能力】�

� � � � � � � � � � � � � � +��� � � +��� � �+����％��

コミュニケーション能力� ����� ����� �����

リーダーシップ� ����� ����� �����

主体性・積極性� ����� ����� �����

�
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� ・国際シンポジウムの開催�

� � � �

� �

�

� ・県内中学校に出向いての授業内容紹介（３年生）�

�
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� ・グローバル探究の内容の精選。学年間の系統性

の維持と円滑な接続。�

� ・全校生徒が対象のため、リサーチペーパーの内

容充実度に差がある。�

� ・課題探究に必要な英語の語彙力の向上。�

� ・目標と方法の共有に有効な担当者会の工夫。�
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ٴ究։ൃՌのීݚ（₃）
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・グローバル探究の内容の精選。学年間の系統性の
ҡ持と円滑な接続。

・全校生徒が対象のため、リサーチペーパーの内容
充実度に差がある。

・課題探究に必要な英語の語ኮ力の向上。
・目標と方法の共有に有効な担当者会の工夫。

+�� 年度はｵｰｽﾄﾗﾘｱ提携高校生

徒と地域活性化案のﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ�

�

�

㸦㸯㸧㸯ᖺ ࣝࣂ࣮ࣟࢢ᥈✲Ϩ 

・サブテーマは「生産流通」「六次産業」「食と健康」

「食と観光」、グループで地域創生策を提案。�

・リサーチ活動…県内８地域や県外（大阪、東京）�

・ＳＷＯＴ分析で高知県の強みと弱みを知る。�

・大学生ＴＡ（7HDFKLQJ� $VVLVWDQW）が ��月以�

降ファシリテーター役として各クラスで活動。� �

・学年末の成果発表会で�

全グループによるポスター�

セッションを実施。�

�

㸦㸰㸧㸰ᖺ ࣝࣂ࣮ࣟࢢ᥈✲ϩ 

・グループで、ＳＤＧｓからテーマを選び、大学教

員の助言を受けつつ調査・探究を行う。�

・�����字程度のリサーチペーパー作成途中で、全

体でのポスターセッションを実施し、改善を図る。

代表グループは、成果発表会で発表する。�

�

㸦㸱㸧㸱ᖺ ࣝࣂ࣮ࣟࢢ᥈✲Ϫ 

・主に２年次の探究課題を深化させ、個人でリサー

チペーパーを書き、プレゼンテーションを行う。�

・普通科文型では、国語の「課題論文」と連携し、

より高い文章表現力も身に付ける。英語科ではグ

ローバルエディケーションⅡと連携し、英語での

リサーチペーパー作成、プレゼンテーションを実

施する。�

�

�

�

㸦㸯㸧㸯ᖺḟ                         

� 多読及び多書活動に重点を置いている。多読活動

では、進捗管理にオンラインシステム0‐5HDGHUを

使用。�

㸦㸰㸧㸰ᖺḟ 

� 「食」に関する３つのサブテーマ、「食と信仰」

「食とフェアトレード」「食と言語�習慣�文化」を

設定し、英語を使ってのディベートやプレゼンテー

ションを実施。�

㸦㸱㸧㸱ᖺḟ 

� � 英語科と普通科英語課題探究選択者は２年次

のリサーチペーパーの内容をより深化させ、国際

シンポジウム等国内外の大会で英語によるプレ

ゼンテーションやポスターセッションを行う。�

�

�

㸦㸯㸧⏕ᚐࡢኚᐜ 

� ・グローバル・リーダーとしての資質・力量の向

上…ｔ検定で検証�

� ・３年間の探究活動により、創造的・論理的思考

力、コミュニケーション力、積極性が向上�

� � � � � � � � � ↓�

「グローバル・リンク・シンガポール」等の大

会に出場、「高知家地方創生ｱｲﾃﾞｱｺﾝﾃｽﾄ」入賞�

� 国公立大学$2・推薦入学受験者、合格者増加�

・欠席数の減少（�年生� +��年度前後）�

+��…���名、+��…���名、+��…���名�

� �

㸦㸰㸧ᩍ⫋ဨࡢព㆑ୖྥࡢ 

� � 【6*+ 事業により伸張した生徒の資質・能力】�

� � � � � � � � � � � � � � +��� � � +��� � �+����％��

コミュニケーション能力� ����� ����� �����

リーダーシップ� ����� ����� �����

主体性・積極性� ����� ����� �����

�

㸦㸱㸧◊✲㛤Ⓨᡂᯝࡢᬑཬ 

� ・国際シンポジウムの開催�

� � � �

� �

�

� ・県内中学校に出向いての授業内容紹介（３年生）�

�

㸦㸲㸧ㄢ㢟 

� ・グローバル探究の内容の精選。学年間の系統性

の維持と円滑な接続。�

� ・全校生徒が対象のため、リサーチペーパーの内

容充実度に差がある。�

� ・課題探究に必要な英語の語彙力の向上。�

� ・目標と方法の共有に有効な担当者会の工夫。�
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